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受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

栃
木
県
知
事
表
彰

○
模
範
消
防
団
員

第
２
分
団
団
員
　
川
島
　
啓
治

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

本
部
団
員
　
　
　
大
髙
　
和
広

本
部
団
員
　
　
　
中
村
　
英
樹

○
勤
続
章
（
20
年
）

第
２
分
団
団
員
　
間
明
田 

勝
利

○
勤
続
章
（
15
年
）

本
部
団
員
　
　
　
知
久
　
敦
則

第
２
分
団
団
員
　
木
村
　
崇
則

第
６
分
団
団
員
　
鈴
木
　
規
郎

○
勤
続
章
（
10
年
）

本
部
分
団
分
団
長
　
鹿
村
　
修
一

本
部
分
団
団
員
　
栗
野
　
智
和

本
部
分
団
団
員
　
須
見
　
俊
光

第
６
分
団
団
員
　
新
井 

元
之
助

○
無
火
災
消
防
機
関

第
６
分
団

○
夫
婦
消
防
団
員

第
２
分
団
団
員
　
前
澤
　
亮
介

女
性
消
防
班
団
員
　
前
澤 

さ
ゆ
り

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
（
8
年
）

第
４
分
団
分
団
長
　
寳
示
戸 

寿
弘

第
６
分
団
副
分
団
長
　
青
木
　
　
聡

本
部
分
団
班
長
　
加
藤
　
　
賢

本
部
分
団
班
長
　
志
賀
　
淳
一

第
１
分
団
班
長
　
寺
内
　
　
功

第
１
分
団
班
長
　
岡
田
　
裕
司

第
３
分
団
班
長
　
市
村
　
俊
介

本
部
分
団
団
員
　
山
中
　
和
樹

第
１
分
団
団
員
　
秋
元
　
正
博

第
１
分
団
団
員
　
高
山
　
聡
史

第
１
分
団
団
員
　
石
塚
　
　
航

第
３
分
団
団
員
　
永
塚
　
淑
美

第
３
分
団
団
員
　
岡
部
　
　
稔

○
勤
続
章
（
5
年
）

第
６
分
団
分
団
長
　
冨
岡
　
一
樹

第
４
分
団
班
長
　
鈴
木
　
昭
太

本
部
分
団
団
員
　
浅
田
　
　
峻

本
部
分
団
団
員
　
小
森
谷 

友
樹

本
部
分
団
団
員
　
大
瀧
　
達
哉

第
１
分
団
団
員
　
中
上
　
潤
也

第
１
分
団
団
員
　
谷
中
　
靖
佳

第
１
分
団
団
員
　
片
柳
　
一
寛

第
３
分
団
団
員
　
田
村
　
訓
勇

第
３
分
団
団
員
　
水
井
　
　
孝

第
４
分
団
団
員
　
柿
沼
　
和
彦

第
４
分
団
団
員
　
渡
辺
　
太
吾

第
４
分
団
団
員
　
鈴
木
　
義
明

○
功
労
章
（
第
43
回
栃
木
県
消

　
防
操
法
大
会
出
場
者
）

出
場
分
団

野
木
町
消
防
団
第
３
分
団

　
主
将
　
　
　
　
針
谷
　
裕
貴

　
指
揮
者
　
　
　
眞
瀨
　
雄
司

　
１
番
員
　
　
　
田
村
　
訓
勇

　
２
番
員
　
　
　
眞
瀬
　
隆
之

　
３
番
員
　
　
　
石
川
　
幸
一

　
４
番
員
　
　
　
水
井
　
　
孝

　
補
助
員
　
　
　
行
川
　
翔
太

○
無
火
災
消
防
機
関
表
彰 

第
１
分
団
　
第
６
分
団

野
木
町
長
表
彰

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
10
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
5
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
勤

続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
ご
家
族

　
に
対
す
る
感
謝
状
（
20
年
）

第
２
分
団
団
員
　
間
明
田 

勝
利
ご
家
族
様

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
ご
家
族

　
に
対
す
る
感
謝
状
（
9
年
）

第
１
分
団
分
団
長
　
須
見
　
健
史
ご
家
族
様

消
防
団
の

通
常
点
検

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
た

１０
月
２８
日
、
恒
例
の
消
防
団
の
通
常
点
検

が
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
女
性
団
員
を
含

め
た
１
４
０
名
の
団
員
た
ち
は
規
律
正
し

く
人
員
・
服
装
等
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

放
水
点
検
後
、
県
防
災
ヘ
リ
「
お
お
る

り
」
に
よ
る
救
助
訓
練
も
行
い
、
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
点
検
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
種
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅
東
通
り
で
分
列

行
進
を
行
い
、
通
常
点
検
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

第
２
分
団
分
団
長
　
海
老
沼 

高
行
ご
家
族
様

本
部
分
団
副
分
団
長
　
秋
元
　
卓
巳
ご
家
族
様

第
２
分
団
副
分
団
長
　
野
口
　
貴
人
ご
家
族
様

第
１
分
団
団
員
　
松
井
　
裕
樹
ご
家
族
様

第
１
分
団
団
員
　
海
老
沼 

直
之
ご
家
族
様

第
１
分
団
団
員
　
大
橋
　
雅
慶
ご
家
族
様

第
３
分
団
団
員
　
眞
瀨
　
雄
司
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
　
伊
藤
　
一
仲
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員
　
金
子
　
雅
俊
ご
家
族
様

○
無
火
災
分
団

　
（
平
成
29
年
10
月
27
日
〜
平
成
30
年
10
月
27
日
）

第
１
分
団
　
第
６
分
団

○
優
良
防
火
管
理
事
業
所

株
式
会
社 

不
二
家 

野
木
工
場 

様

○
町
政
功
績
表
彰

本
部
分
団
分
団
長
　
鹿
村
　
修
一

本
部
分
団
団
員
　
栗
野
　
智
和

本
部
分
団
団
員
　
須
見
　
俊
光

第
６
分
団
団
員
　
新
井 

元
之
助

○
感
謝
状

第
３
分
団
　
　
　
丸
山
　
良
彦

第
３
分
団
　
　
　
小
竹
　
寛
昭

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員

本
部
分
団
団
員
　
小
森
谷 

友
樹

本
部
分
団
団
員
　
鈴
木
　
宣
行

第
１
分
団
団
員
　
谷
中
　
靖
佳

第
３
分
団
団
員
　
田
村
　
訓
勇

第
３
分
団
団
員
　
石
川
　
幸
一

第
４
分
団
団
員
　
大
森
　
敬
次

○
優
良
分
団

第
３
分
団
　
第
１
分
団
　

火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
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10
月
13
日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
、
第
41
回
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
各

分
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

成
　
績

▽
団
体
の
部

優
勝

　
第
３
分
団

準
優
勝

　
本
部
分
団

第
３
位

　
第
４
分
団

▽
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

指
揮
者
　
野
口
　
貴
人（
第
２
分
団
）

１
番
員
　
鈴
木
　
雅
人（
第
４
分
団
）

２
番
員
　
樋
口
　
大
智（
第
１
分
団
）

３
番
員
　
海
老
沼 

直
行
（
第
１
分
団
）

４
番
員
　
水
井
　
　
孝（
第
３
分
団
）

　
消
防
団
と
は
、そ
の
地
域
に「
住

ん
で
い
る
」「
働
い
て
い
る
」
人

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
の
消
防

機
関
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
り
た

い
」
と
い
う
心
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
や
救

助
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
防
火
活
動
や

応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
な
ど
を

よ
り
多
く
の
人
に
習
得
し
て
も
ら

う
た
め
の
普
及
活
動
な
ど
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署
と
の
違
い

　「
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
」
消
防
団
は
、
地
域
に
密
着

し
た
効
果
的
な
消
火
活
動
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
消

防
署
に
勤
務
す
る
消
防
職
員
と
は

異
な
り
、
消
防
団
員
は
、
普
段
は

自
分
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
火
災

や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
自
宅

や
職
場
か
ら
災
害
現
場
な
ど
へ
駆

け
つ
け
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。

入
団
資
格

○
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す

　
る
男
女

○
年
齢
は
１８
歳
以
上
の
方

活
動
内
容

○
火
災
予
防
活
動

○
火
災
消
火
活
動

○
水
防
活
動

○
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

○
定
期
的
な
消
防
団
員
と
し
て
必

　
要
な
教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

平
成
31
年
２
月
１
日（
金
）

待　

遇

○
報
酬

　
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

　
と
な
り
、
階
級
に
応
じ
た
年
俸

　（
一
般
団
員
で
年
額
６
万
１
千

　
円
）
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退

　
職
報
償
金
制
度

○
公
務
災
害
補
償
制
度

○
研
修
制
度

○
被
服
貸
与

○
表
彰
制
度

問
総
務
課
　
　
撒（
57
）４
１
１
２

自
分
た
ち
の
町
は

　
　
　
自
分
た
ち
で
守
る
！

消
防
団
員
募
集

厳しい訓練の成果を発揮 !!

　　　第４１回 町消防団ポンプ操法競技大会

▲優勝した第３分団の皆さん。
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●不燃ごみの出し方が一部変更になります

※次のとおり４つに袋を分けて出してください

※スプレー缶、カセットガスは使い切って穴を開けてから、袋を分けて出してください。

　アスベストを使用した家庭用品として回収していた電気製品（電気・電池で動く家庭用小型電気

　製品）を「小型家電」として回収します。

　その他のアスベスト家庭用品として回収していたものは「不燃ごみ」となります。

　水銀を使用した体温計・温度計は袋を分けて出してください。（蛍光灯と一緒の袋でも可）

●不燃ごみから可燃ごみに変更となるもの

平成 31年４月から、布団、じゅうたん、カーペット、ポリタンク、レコードは、可燃ごみに変更
となります。

布団、じゅうたん、カーペットは丸めてひもでしばって出してください。

ポリタンクは中身を空にして、透明または白色半透明の袋に入れて出してください。

直接搬入する際は中央清掃センター（小山市）に搬入してください。

問 生活環境課　撒（５７）４２４６

不燃ごみの収集日（月２回）に、お住まいの地域などで指定された不燃ご

みの集積所に出してください。

（できるだけ１箇所にまとめてください）

・上記図のように他の不燃ごみと混合しないように袋を分けて出してください。

・蛍光灯は箱がある場合は箱に入れ、透明または白色半透明のビニール袋に入れてくだ

　さい。箱がない場合は、透明または白色半透明のビニール袋に入れてください。

・蛍光灯、水銀体温計、水銀温度計を出す際は、割れないように注意して出してくださ

　い。（ただし割れた蛍光灯も収集します）

・刃物類、割れたガラスは紙などに包んで中身を明記してください。

・スプレー缶は完全に使い切って、火の気のない所で穴を開けてから出してください。

【
出
し
方
・
注
意
点
】
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　野木町のごみは小山広域保健衛生組合（野木町・小山市・下野市）で処理を行っています。

　平成 31年度から小山広域保健衛生組合リサイクルセンター（下野市下坪山）の供用が開始され
るのに伴い、平成 31年４月から「ごみの分別方法」及び「ごみの直接搬入先」が一部変更となりま
すので、ご理解とご協力をお願いいたします。

●「ペットボトル」と「ビン・缶」の出し方が変わります

資源ごみの【ペットボトル】と【ビン・缶】は別々に分けて出すように変更となります。

軽くすすいで汚れを取り除いてから出してください。

必ず袋から出して【ペットボトル】と【ビン・缶】を分け、別々のコンテナに入れてください。

※資源ごみを出す時間が収集日の朝８時までに変更となります。
※「ペットボトル」と「ビン・缶」の分別収集は、平成 31年１月から施行開始します。
　（詳しくは、班回覧及び町ホームページでお知らせします）

・PETマークがついているもので飲料用、
　調味料用に限ります。
※ラベルとキャップは必ずはずしてプラ
　容器に分別してください。

・あきびん・あき缶は、飲料用に限ります。
　飲料用以外は不燃ごみになります。
・粉ミルク缶、クッキー缶等の缶は不燃ごみ
　になります。

リサイクルセンター地図（下野市下坪山 1632）

現在使用している青いコンテナにペッ

トボトルだけを入れて出してください。

オレンジ色のコンテナにビン・缶だけを入れ

てください。

※ビン・缶は分けずに混合で入れてください。

●平成31年４月から粗大ごみ・一時多量ごみの直接搬入
先が一部変更になります

●粗大ごみ・・・長辺が 60ｃｍ以上のもの（可燃系・不燃系で
　　　　　　　搬入先が異なります）

※ゴルフクラブや自転車など一部例外もあります。

●一時多量ごみ・・・引越や大掃除などで一時的に多量に排　

　　　　　　　　　出されるごみ

【利用時間】８時30分～11時 30分、13時～ 16時 30分
　　　　　 年末年始を除く平日及び毎月第２・４土曜日
【その他】野木町住民であることが分かる証明書等をお持ち

　　　　ください。

※剪定枝の直接搬入は、太さ20cm、長さ２m以下となります。
【搬入について】○：搬入可能　　×：搬入不可

　　　　　 分別種類

 持ち込み施設

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

プ
ラ
容
器

剪
定
枝

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

び
ん
／
缶

（
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
）

古
紙
・
古
布

可
燃
系
粗
大

不
燃
系
粗
大

①リサイクルセンター
下野市下坪山1632
平成 31年４月１日稼動

× ○ × × ○ × × ○

②中央清掃センター
小山市塩沢 576-15
0285（24）3194

○ × × × × × ○ ×

③南部清掃センター
野木町南赤塚 1513-2
0280（33）3310

× × ○ ○ × ○ × ×

小山広域保健衛生組合リサイクルセンター

（下野市下坪山 1632）稼動により、平成
31年４月から、粗大ごみ・一時多量ごみの
直接搬入先が一部変更となります。

注意：ごみの種類により搬入先が異なります

のでご注意ください。

平成31年４月から、ごみの分別方法等が　
　　　　　　　　　一部変更になります！

シリーズ 野木町のごみ処理 82

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は 

青
色 

に

ビ
ン
・
缶
は 

オ
レ
ン
ジ
色 

に
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地
方
公
共
団
体
は
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
財
政

状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政

の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要

性
を
判
断
す
る
た
め
、
健
全
化

判
断
比
率
、
お
よ
び
公
営
企
業

に
関
す
る
資
金
不
足
比
率
を
前

年
度
の
決
算
に
よ
り
算
定
し
、

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う

え
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
財

政
状
況
を
わ
か
り
や
す
く
客
観

的
に
指
標
化
す
る
こ
と
で
、
町

民
の
皆
様
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
健
全
な
財
政

運
営
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。

　
な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の

い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財

政
健
全
化
計
画
」、
財
政
再
生

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

「
財
政
再
生
計
画
」
を
定
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て

も
、
各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
定
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
野
木
町
の
平
成
２９
年
度
決
算

に
基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
、
下

表
の
と
お
り
、
す
べ
て
の
指
標

が
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
財
政
指
標
が

基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
財
政
運

営
上
な
ん
ら
問
題
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分

析
し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
、
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

伺
用
語
解
説

○
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公

債
費
等
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率（
３
か
年
平
均
）で
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

る
べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

○
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
ご
と
の
事
業
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
比
率

で
す
。

○
標
準
財
政
規
模

　
地
上
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
営
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

○
財
政
力
指
数

　
普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
（
３

か
年
平
均
）
で
、
１
に
近
く
、

あ
る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財

政
に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

○
経
営
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

○
自
主
財
源
比
率

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

○
積
立
金
残
高

　
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

～健全化判断比率等の公表～

財政指標で見る

町財政の現状
財政指標で見る

町財政の現状

指標 野木町 早期健全化基準 財政再生基準 県内市町平均 全国市区町村平均

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ― １４．９０％ ２０．０％ ―

連結実質赤字比率 ― １９．９０％ ３０．０％ ―

実質公債費比率 ６．６％ ２５．００％ ３５．０％ ６．３％ ６．４％

将来負担比率 １６．０％ ３５０．００％ １９．１％ ３３．７％

公営企業 野木町 経営健全化基準

資
金
不
足
比
率

農業集落排水事業特別会計 ―

２０．０％公共下水道事業特別会計 ―

水道事業会計 ―

※「―」は、赤字、将来負担

　または資金不足が生じてい

　ないため、当該当値につい

　ては該当なしを表します。
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財政指標で見る町財政の現状
問　政策課撒（５７）４１１６

茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の
平
成
２９
年
度
の
財
政
指
標
を
県
内
市

　
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外
側
に
あ
る
ほ

　
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

項目 野木町
県内市町

平均

野木町の

偏差値
算出基礎

①財政力指数 ０．８５８ ０．７３６ １０６．７

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

基準財政収入額

基準財政需要額

②経常収支比率（％） ８８．８ ８９．０ １００．３

経常経費充当一般財源等

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策費

　　　　　　　　　＋減収補てん債

③自主財源比率（％） ５７．３ ５２．０ １０５．４
自主財源

歳入総額

④実質公債費比率（％） ６．６ ６．３ ９８．６

（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）

Ｅ－Ｄ

Ａ：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）

Ｂ：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕

Ｃ：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源

Ｄ：地方債の元利償還金および準元利償還金に要する経費として

　　普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

Ｅ：標準財政規模

⑤住民一人当たり
　将来財政負担額（円）

２６２，６７１ ２６９,９１９ １００．５
地方債残高＋債務負担行為額－積立金残高

住民基本台帳人口（３０年３月３１日現在）

⑥住民一人当たり
　積立金残高（円）

５６,７７７ ９７，５８９ ９５．９
積立金残高

住民基本台帳人口（３０年３月３１日現在）

（平成２７年度～２９年度の３か年平均）

×１００

×１００

活活活財政分析指標渇渇渇
○財政の弾力性（経常収支比率・実質公債費比率）○財政の豊かさ（自主財源比率・財政力指数）

○財政の堅実性（住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

財政比較分析表(レーダーチャート)

野木町 経常収支比率

財政力指数

住民一人当たり
積立金残高

住民一人当たり
将来財政負担額

実質公債費比率

自主財源比率

○レーダーチャートの算式
　偏差値＝([当該団体の指標値]－[県内市町平均値])÷[標準偏差(※)]×10＋100
　(※)標準偏差：下記計算式の平方根
　((([各団体の指標値]－[県内市町平均値])の2乗)の県内25市町の合計値)÷[25(県内市町数)]

(注)経常収支比率、実質公債費比率、住民一人当たりの将来財政負担額については、数値が小さいほど財政状況が良い
ため、上記偏差値の計算式中、下線部分の正負を逆転しています。

100.3

98.6

105.4

106.7

95.9

100.5

県内市町平均

80

100

120

60
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野
木
第
二
中
学
校
で
は
、
学

校
生
活
や
各
行
事
に
お
い
て
、

生
徒
主
体
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
生

徒
会
役
員
か
ら
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
す
。

「
生
徒
主
体
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
会
長
　
蓬よ

も
ぎ
た田

　
周

し
ゅ
う

　
野
木
第
二
中
の
生
徒
会
活
動

は
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
自
ら
動
く
」
を
目
標
と
し

て
、
日
々
の
委
員
会
活
動
で
は

回
収
活
動
や
校
内
生
活
向
上
の

呼
び
か
け
な
ど
一
人
一
人
が
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
野
木
第
二
中
で
生
徒
主
体

が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
三
大
行

事
、
運
動
会
、
二
中
音
楽
会
、

輝
光
祭
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
す
。
生
徒
が
運
営
の
主
体
に

な
り
、
最
高
の
行
事
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自

分
た
ち
の
力
で
築
き
上
げ
る
校

風
は
野
木
第
二
中
の
自
慢
で
す
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
書
記
　
内う

ち
ぼ
り堀

　
真ま

あ

や彩

　
野
木
第
二
中
で
は
毎
朝
、
生

徒
会
役
員
、
部
活
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
交
代
で
あ
い
さ
つ
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
に

加
え
て
生
徒
会
役
員
は
校
内
を

回
り
、
教
室
で
の
あ
い
さ
つ
習

慣
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
朝
か
ら
元
気
に
学
校
生

活
を
送
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な

い
運
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
朝
の
運
動
は
野
木
第
二
中
の

魅
力
で
あ
り
、
誇
り
で
す
。
ま

た
、
あ
い
さ
つ
は
社
会
に
出
て

か
ら
の
礼
儀
の
基
礎
と
し
て
も

欠
か
せ
な
い
ス
キ
ル
な
の
で
更

な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
。

「
無
言
自
問
清
掃
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
会
計
　
鈴す

ず

き木
　
航

わ
た
る

　
野
木
第
二
中
で
は
無
言
自
問

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
言

で
や
る
こ
と
で
忍
耐
力
な
ど
を

身
に
つ
け
、
自
問
し
て
や
る
こ

と
で
思
い
や
り
、
気
付
き
、
感

謝
の
心
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
指
示
さ
れ
た
場
所

だ
け
で
な
く
、
自
分
で
汚
れ
た

と
こ
ろ
を
探
す
こ
と
は
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
自
ら
動

く
」
と
重
な
る
部
分
が
多
く
あ

り
ま
す
。
将
来
、
社
会
で
役
立

つ
ス
キ
ル
、
心
を
育
て
る
た
め

に
全
校
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
部
活
動
に
つ
い
て
」

　
二
年
副
会
長
　
松ま

つ
も
と本

　
彩い

ろ

は葉

　
野
木
第
二
中
に
は
現
在
、
野

球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
弓
道
部
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
卓
球

部
、
美
術
文
化
部
、
吹
奏
楽
部

の
計
十
の
部
活
動
が
大
会
で
の

好
成
績
、
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
大
会
の
前
に
は
部
長
が

抱
負
を
集
会
で
発
表
す
る
な
ど
、

全
校
で
部
活
動
へ
の
意
識
を
高

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
外

で
活
動
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

普
段
か
ら
礼
儀
、
あ
い
さ
つ
な

ど
も
気
を
つ
け
て
生
活
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
運
動
会
に
つ
い
て
」

　
三
年
副
会
長
　
平ひ

ら

お尾
　
李り

お桜

　
野
木
第
二
中
の
運
動
会
は
、

縦
割
り
の
赤
団
・
白
団
・
青
団

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
練
習
期

間
は
約
二
週
間
と
い
う
短
い
期

間
で
す
が
、
後
輩
は
先
輩
を
見

て
学
び
、
先
輩
は
率
先
し
て
後

輩
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
練

習
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
な

く
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
一
人
一
人
が
自
分

の
競
技
や
係
の
仕
事
に
責
任
を

も
ち
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
参
加
す
る
姿
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。
そ
う
し
た
団
と

し
て
過
ご
し
た
密
度
の
濃
い
時

間
が
、
勝
敗
に
関
わ
ら
ず
、
感

動
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
毎
年
、

感
動
の
涙
を
流
す
生
徒
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
野

木
第
二
中
の
多
く
の
生
徒
の
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
り

ま
す
。

「
二
中
音
楽
会
に
つ
い
て
」

　
　
　
会
計
　
金か

ね

こ子
　
ち
は
る

　
二
学
期
が
始
ま
る
と
学
校
の

あ
ち
こ
ち
で
き
れ
い
な
歌
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
二
中
音
楽

会
で
ハ
ー
モ
ニ
ー
大
賞
を
取
る

た
め
に
各
ク
ラ
ス
で
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
で

は
先
輩
と
後
輩
で
歌
を
発
表
し

合
い
、
刺
激
を
受
け
な
が
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
野
木

第
二
中
の
良
き
伝
統
で
す
。
も

ち
ろ
ん
昼
休
み
や
放
課
後
も
学

校
中
に
歌
声
が
響
き
渡
り
、
学

校
全
体
で
高
め
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
た
練
習
の
成
果
を
エ
ニ

ス
ホ
ー
ル
と
い
う
大
舞
台
で
披

露
す
る
経
験
は
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

「
輝
光
祭
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
書
記
　
岩い

わ
も
と本

　
拓た

く

ま真

　
野
木
第
二
中
の
生
徒
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
自
ら
動

く
」
を
達
成
す
べ
く
生
徒
全
員

が
主
体
的
に
活
動
し
ま
す
。
今

年
度
か
ら
輝
光
祭
は
委
員
会
と

学
級
で
の
活
動
の
二
本
立
て
に

な
り
ま
し
た
。
当
日
、
見
て
楽

し
む
だ
け
で
な
く
、
運
営
し
た

り
、
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
す

る
活
動
を
通
し
て
大
き
な
達
成

感
を
み
ん
な
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
で

は
全
員
で
一
つ
の
展
示
物
を
製

作
し
、
そ
の
過
程
で
ク
ラ
ス
と

し
て
の
学
び
を
共
有
し
て
、
よ

り
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

三
大
行
事
の
最
後
に
ふ
さ
わ
し

い
行
事
で
す
。

がっこうがっこう
野
木
第
二

中
学
校
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※途中の入退出はご遠慮願います。

平
成
30
年
度 
一
般
公
募
上
級
救
命
講
習

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
撒（
57
）１
１
１
９

日
12
月
23
日（
日
）９
時
〜
18
時

　（
受
付
８
時
30
分
〜
）

所
小
山
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

　（
小
山
市
神
鳥
谷
１
７
０
０
‐
２
）

定
先
着
20
人

対
野
木
町
、
小
山
市
に
在
住
在
勤
又

　
は
在
学
中
の
方

儡
無
料

申
12
月
１
日（
土
）〜
15
日（
土
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

そ
の
他

○
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

　
さ
い
。

○
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

○
筆
記
用
具
を
ご
持
参
下
さ
い
。

○
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。

平
成
30
年
度
栃
木
県
医

療
安
全
講
習
会
　
　
　
　

〜
上
手
な
病
院
の
か
か
り
方
〜

問
栃
木
県
医
療
政
策
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
０
８
５

日
12
月
19
日（
水
）14
時
〜
16
時

所
と
ち
ぎ
健
康
の
森
　
大
会
議
室

演
題

　「
覚
え
て
お
き
た
い
医
者
に
か
か

　
る
と
き
10
箇
条
」

講
師

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
さ
え
あ
い
医

　
療
人
権
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｌ

　
理
事
長
　
山
口
　
育
子
　
氏

儡
無
料
　
定
先
着
１
０
０
人

※
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い

　
て
は
、
問
い
合
わ
せ
先
又
は
県

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

　p
ref.to

ch
ig
i.lg
.jp
/e0
2
/w
el

　fare/iry
ou
/ippan

/h
30iry

ou
a

　n
zen
k
o
u
sy
u
k
ail.h
tm
l

）
へ

※
演
題
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
第

３
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30

分
〜
17
時

国
際
交
流
協
会
の
催
し 

い
け
ば
な
体
験
講
座 

「
ク
リ
ス
マ
ス
」「
お
正
月
」の
い
け
ば
な

問
野
木
町
国
際
交
流
協
会

　
企
画
担
当
　
真
瀬
美
智
子

　
撒（
55
）１
６
７
３

　
撒
０
９
０（
８
０
３
８
）６
０
３
５

日
12
月
16
日（
日
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
町
公
民
館
１
階
和
室
　

講
師
　
草
月
流
師
範（
当
協
会
会
員
）

対「
ク
リ
ス
マ
ス
」や「
お
正
月
」の
お

　
花
を
生
け
て
み
た
い
方
は
ど
な
た

　
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
年
齢
・
国

　
籍
問
い
ま
せ
ん
。

儡
千
円
　
定
先
着
10
人

申 

12
月
４
日（
火
）〜
11
日（
火
）

　
受
講
料
を
添
え
て
直
接
公
民
館
へ

各
自
で
用
意
し
て
持
参
す
る
も
の

①
身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
・
水
盤
・

　
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶
等

　
の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
器
）

②
ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

　
呂
敷
程
度
で
可
）

１
〜
３
月
英
会
話
ラ
ウ
ン
ジ

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
か
ら
本
場
の
英
語
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
３
コ
ー
ス
を

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
・
容
・
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館
　
儡
無
料

対
町
在
住
在
勤
者
を
優
先

申
12
月
５
日（
水
）〜
14
日（
金
）

　
町
公
民
館
へ
来
館
に
て
申
込
み

※
６
日（
木
）か
ら
は
電
話
申
込
み
可

講
師
　
ヘ
ザ
ー
・
ハ
ウ
　
氏

コース・定員 内容・日時

初心者向け
（各曜日先着１５人）

【中学１年生程度の英会話】

 水曜日　１０時～１１時
 土曜日　１５時～１６時

※どちらかの

曜日にご参加

頂けます。

※実施内容は

どちらも同じ

です。

中級者向け
（各曜日先着１５人）

【中学３年生～高校生程度の英会話】

 水曜日　１３時３０分～１４時３０分
 土曜日　１３時３０分～１４時３０分

子ども向け
（２～３歳 先着　５人）
（４～６歳 先着１０人）

【ゲームをしながら英語に触れる】

 土曜日　１０時～１０時３０分（２～３歳対象）
 土曜日　１１時～１１時３０分（４～６歳対象）

生
涯
学
習

お知らせ・生涯学習
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町
民
大
学
一
般
コ
ー
ス

「
税
金
講
座
」

問
町
公
民
館
　
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
古
く
か
ら
あ
る
税
金
制
度
。
と
て

も
身
近
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
税
金
の
仕
組
み
。

し
っ
か
り
学
ん
で
損
を
し
な
い
た
め

の
知
識
を
付
け
よ
う
!!

日
・
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館

定
先
着
30
人

対
町
内
在
住
在
勤
者

儡
無
料

申
12
月
４
日（
火
）〜
11
日（
火
）

※
12
月
５
日（
水
）か
ら
電
話
申
込
可

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
第

３
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30

分
〜
17
時

○ 

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

受
付
は
第
３
月
曜
日
、
土
日
祝
日

を
除
く
９
時
〜
17
時

第
47
回
野
木
町
駅
伝
大
会

問
生
涯
学
習
課
撒
（
57
）
４
１
８
７

日
平
成
31
年
１
月
20
日（
日
）

　
小
雨
・
小
雪
決
行（
順
延
な
し
）

受
付
　
７
時
45
分
〜
８
時

集
合
場
所
　
町
公
民
館

所
町
内
コ
ー
ス（
コ
ー
ス
図
参
照
）

参
加
資
格
・
チ
ー
ム
編
成

○
小
中
学
生
の
部
は
、
町
内
の
小
中

　
学
生
の
参
加
と
し
ま
す
。

○
一
般
男
女
の
部
に
小
中
学
生
の
参

　
加
は
認
め
ま
せ
ん
。

○
一
般
男
子
・
壮
年
男
子
の
部
に
女

　
子
２
名
ま
で
の
参
加
は
認
め
ま
す
。

○
一
般
男
女
・
壮
年
男
子
の
部
は
、

　
町
在
住
在
勤
者
の
参
加
が
半
数
以

　
上
と
し
ま
す
。

種
目
・
人
数
・
参
加
費

○
小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
学
生
女
子
の
部

　
１
チ
ー
ム
５
名
　
２
５
０
０
円

○
一
般
女
子
の
部

　
１
チ
ー
ム
５
名
　
３
０
０
０
円

○
中
学
生
男
子
の
部

　
１
チ
ー
ム
７
名
　
３
０
０
０
円

○
一
般
男
子
・
壮
年
男
子（
40
歳
以
上
）の
部

　
１
チ
ー
ム
７
名
　
４
０
０
０
円

申 

12
月
４
日（
火
）〜
16
日（
日
）

　
参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
が
来
ま
す
！

　
ラ
ン
ナ
ー
ズ（
よ
し
も
と
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
所
属
）

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
感
謝
祭
赤

坂
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
　
他
多
数
出
演

○
が
ん
ば
れ
ゆ
う
す
け（
野
木
町
出
身
）

　
野
木
中
学
校
↓
作
新
学
院
↓
東
洋
大

　
学
第
81
回
、第
83
回
箱
根
駅
伝
メ
ン
バ

　
ー
。フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
２
時
間
25
分
09
秒

○
小
宮
ひ
ろ
あ
き

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
３
時
間
15
分
51
秒

　
特
技
　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

駅伝コース図

◎町民大学一般コースプログラム

ス
ポ
ー
ツ

生涯学習・スポーツ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

日時 内容 ・ 講師

１
１／８（火）

１０時～１２時

講座１

・租税教室

講師：関東信越税理士会

　　　栃木支部　篠原 光行 氏

２
１／１８（金）

１０時～１２時

講座２

・確定申告の正しい知識

・便利な申告方法

講師：関東信越税理士会

　　　栃木支部　篠原 光行 氏
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第
３
回
野
木
町 

新
春
交
歓
テ
ニ
ス
大
会

問
町
テ
ニ
ス
連
盟
　
黒
田
俊
之

　
撒
０
９
０（
２
５
５
２
）９
０
６
７

　
死U

g
p
5
8
1
7
1
@
n
ifty
.co
m

日
平
成
31
年
１
月
13
日（
日
）

　
集
合
８
時
30
分
　
開
始
９
時

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

　
町
在
住
在
勤
者
、
テ
ニ
ス
連
盟
登
録

　
ク
ラ
ブ
会
員
、
近
隣
テ
ニ
ス
愛
好
者

種
目

　
チ
ー
ム
別
団
体
戦
…
男･

女
ダ
ブ

　
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
チ
ー
ム
分
け
は
、
主
催
者
側
で
過

　
去
の
戦
績
や
経
験
年
数
等
で
振
り

　
分
け
ま
す
。

試
合
方
法
　

　
６
チ
ー
ム
で
２
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ

　
戦
後
、順
位
別
決
勝
戦

募
集
人
数

　
男
女
関
わ
ら
ず
、先
着
36
人

※
参
加
は
個
人
単
位

儡
１
人
　
千
円

※
申
し
込
み
時
支
払
い

申 

12
月
１
日（
土
）〜
22
日（
土
）ま
で

の
毎
週
土
曜
日
９
時
〜
12
時
に
町

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
連
盟
練
習

場
所（
Ｃ･

Ｄ
コ
ー
ト
）へ

※
連
盟
登
録
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
は
、

　
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
申
し
込
み

野
木
町
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
講
習
会

問
生
涯
学
習
課
撒（
57
）４
１
８
７

日
平
成
31
年
２
月
２
日（
土
）

　
受
付
　
４
時
30
分
〜
５
時

集
合
場
所
　
町
公
民
館

所
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

対
小
学
生
以
上
の
町
在
住
在
勤
者

　（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
ス
ク
ー
ル
に
全
員
参
加
と
な
り
ま
す
。

講
師
　
町
ス
キ
ー
協
会
指
導
員

　
　
　
ス
キ
ー
場
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

交
通
　
貸
切
バ
ス
２
台

定
先
着
70
人

儡
○
中
学
生
以
上

　
Ａ
コ
ー
ス
　
７
５
０
０
円

　（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
９
０
０
０
円

　（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル

　
ス
キ
ー
・
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー

　
ド
等
）

　
○
小
学
生

　
Ｃ
コ
ー
ス
　
６
５
０
０
円

　（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

　
Ｄ
コ
ー
ス
　
７
５
０
０
円

　（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル

　
ス
キ
ー
等
）

※
小
学
生
の
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー

　
ド
は
５
０
０
円
増

※
レ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ア
は
別
途

　
２
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、
帽

　
子
は
別
途
各
２
０
０
円

申 

12
月
２
日（
日
）〜
21
日（
金
）

　
参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
申
し
込
み
締
切
以
降
の
返
金
は
原

　
則
不
可

身
体
を
動
か
し
て
健
康
に
！ 

栃
木
SC
健
康
体
操
教
室

問
生
涯
学
習
課
撒（
57
）４
１
８
７

　
Ｊ
リ
ー
グ
所
属
の
栃
木
SC
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教
室
を
行
い

ま
す
。

日
12
月
20
日（
木
）

　
10
時
〜（
受
付
９
時
30
分
〜
）

所
町
公
民
館
　
視
聴
覚
室

対
町
在
住
在
勤
者

容
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教

　
室（
ゆ
っ
く
り
と
し
た
体
操
）

持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、

　
タ
オ
ル

儡
２
０
０
円（
保
険
料
・
飲
み
物
代
）

講
師

　
栃
木
SC
ト
レ
ー
ナ
ー
森
川
純
子
氏

　（
日
本
体
育
協
会
公
認
フ
ィ
ッ
ト

　
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
）

定
先
着
30
人

申 

12
月
４
日（
火
）〜
16
日（
日
）

　
参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先
へ

スポーツ

広　　告
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○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

を
除
く
９
時
〜
17
時

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ 

「

絆
を
つ
な
ぐ
温
か
な
灯
り
　
　
　

　
　
　
　
　
恋
人
の
聖
地
で
煌
く
冬 

」

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
12
月
８
日（
土
）

所
野
木
町
煉
瓦
窯
・
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
17
時
30
分
〜
20
時

○
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト

　
10
時
〜
15
時

○
煉
瓦
窯
見
学
ツ
ア
ー

　
13
時
〜
17
時

　 

（
最
終
受
付
16
時
30
分
）

対
高
校
生
以
上
１
０
０
円

　
中
学
生
以
下
無
料

☆
ポ
ニ
ー
も
遊
び
に
来
ま
す
！

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

○
ハ
ー
ト
型
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り

　
10
時
〜
13
時

儡
２
０
０
円

○
石
窯
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
①
10
時
〜
　
②
12
時
〜

儡
５
０
０
円

○
バ
ン
ブ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

　
15
時
〜
17
時

対
小
学
生
先
着
50
人

問
町
立
図
書
館
　
撒（
57
）２
８
１
１

○
開
館
時
間
は
、９
時
30
分
〜
18
時

　
貸
出
カ
ー
ド
は
３
年
毎
に
更
新
が

必
要
で
す
。
更
新
の
際
は
身
分
証
明

書
の
呈
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
更
新
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
。）

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
12
月
７
日（
金
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
読
み
聞
か
せ

　
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
12
月
11
日（
火
）・
18
日（
火
）・

　
25
日（
火
）

　
11
時
〜
11
時
20
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
　
♪
紙
芝
居

　
♪
手
あ
そ
び

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま（
図
書
館
職
員
）

日
12
月
８
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
　
♪
工
作
等

対
幼
児
〜
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う
！

日
平
成
31
年
１
月
６
日（
日
）

　
11
時
〜
11
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

容
♪
わ
ら
べ
う
た
　
♪
絵
本
あ
そ
び

対
０
歳
〜
２
歳

主
催
　
ひ
よ
こ
の
会

こ
ど
も
映
画
会

日
１
月
５
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分
頃

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

作
品
名

「
Ｉ 
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

ス
ヌ
ー
ピ
ー 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
」

　
ス
ヌ
ー
ピ
ー
や
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ

ラ
ウ
ン
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
物
語
。

図
書
館
音
楽
サ
ロ
ン 

〜
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
音
楽
を
楽
し
も
う
〜

問
小
湊

撒
０
８
０（
２
２
６
５
）４
８
６
４

　
真
空
管
ア
ン
プ
に
よ
る
透
明
な
、

奥
深
い
響
き
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
映

像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
１
部
】ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏

　
演
奏
　
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
の
み
な

さ
ん

【
２
部
】リ
ク
エ
ス
ト
曲
の
演
奏

　
お
気
に
入
り
の
Ｃ
Ｄ
、レ
コ
ー
ド
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、ス
マ
ホ
、音
楽
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
お
持
ち
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

日
12
月
16
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

　（
出
入
り
自
由
で
す
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

申 

不
要

儡
無
料

共
催
　
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

　
　
　
ひ
ま
わ
り
真
空
管
ク
ラ
ブ

野木ホフマン館・としょかん

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

と
し
ょ
か
ん
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ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日
12
月
23
日（
日
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
開
場
10
時
15
分
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
て
ぶ
く
ろ
人
形
・
大
型
絵
本
・
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど

対
幼
児
か
ら

小
学
生
の
た
め
の
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日
12
月
23
日（
日
）14
時
〜
15
時

　（
開
場
13
時
45
分
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
お
さ
る
の
ダ
ン
ス
『
ア
イ
ア
イ
』・

紙
芝
居
『
お
お
み
そ
か
の
お
き
ゃ
く

さ
ま
』、ハ
ン
ド
ベ
ル
　
な
ど

対
小
学
生

第
５
回
キ
ラ
リ
と
光
る

読
書
の
ま
ち
野
木
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
キ
ラ
リ

賞
受
賞
者

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

お
は
な
し
の
絵
・
ゆ
め
の
絵

　【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
上
倉
　
穂
乃
実

読
書
感
想
画

　【
小
学
生
の
部
】　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
羽
　
芽
衣

読
書
感
想
文

　【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
綴
己

　【
小
学
生
中
学
年
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
　
希
歌

　【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渥
美
　
佳
蓮

　【
中
学
生
の
部
】　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
瀬
　
菜
摘

俳
句
・
川
柳

　【
小
学
生
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
田
　
詩
音

　【
中
学
生
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
亜
依

俳
句

　【
一
般
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
タ
ツ
江

川
柳

　【
一
般
の
部
】

山
口
　
弘
泰

野
木
町
図
書
館
事
務
　

嘱
託
員
募
集

　　
町
図
書
館
で
は
、
平
成
31
年
４
月

１
日
か
ら
勤
務
で
き
る
図
書
館
事
務

補
助
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。但
し
、

司
書
有
資
格
者
と
し
ま
す
。

勤
務
内
容
　

　
図
書
館
事
務
補
助
員

　（
図
書
の
貸
出
・
返
却
、資
料
整
理
等
）

条
件
　

　
司
書
有
資
格
者

報
酬
手
当
　

　
月
額
10
万
円（
平
成
30
年
度
）

※
通
勤
手
当
支
給（
町
条
例
に
よ
る
）

雇
用
期
間
　

　
平
成
31
年
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月

31
日（
継
続
の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
　

　
月
15
日
、土
日
祝
日
勤
務
有
り（
原

　
則
火
曜
日
〜
日
曜
日
）（
原
則
９
時

　
20
分
〜
18
時
５
分
）

採
用
人
数

　
若
干
名
（
応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿

　
に
登
録
し
、
そ
の
中
か
ら
面
接
選

　
考
の
う
え
採
用
し
ま
す
。）

勤
務
場
所
　

　
野
木
町
立
図
書
館

申
込
期
間
　

　
12
月
１
日（
土
）〜
平
成
31
年
１
月

　
31
日（
木
）９
時
30
分
〜
17
時

※
月
曜
日
、
年
末
年
始
の
休
館
日
を

　
除
く
　

提
出
書
類
　

　
履
歴
書
（
写
真
張
付
）、司
書
資
格

　
証
等
の
写
し

　
図
書
館
ま
で
持
参
も
し
く
は
郵
送

　
に
て
提
出
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

佐
川
野
小
　
12
月
４
日（
火
）

　
　
　
　
　
12
時
50
分
〜
13
時
20
分

野
木
小
　
　
12
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
５
分
〜
13
時
45
分

としょかん
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新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

12
月
の
休
館
日

　
５
日（
水
）、23
日（
日
）、24
日（
月
）、

　
29
日（
土
）、30
日（
日
）、31
日（
月
）

※
新
年
は
１
月
４
日（
金
）９
時
か
ら

　
開
館
し
ま
す
。

興
乳
児
ぴ
よ
ぴ
よ
組

日
12
月
４
日
ク
リ
ス
マ
ス
制
作

　
　
　
11
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　（
す
べ
て
火
曜
日
）

対
乳
児（
０
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物
　
11
日
　
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲

　
み
物

興
幼
児
う
さ
ぎ
組

日
12
月
６
日（
木
）ク
リ
ス
マ
ス
制
作

　
　
　
12
日（
水
）レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ
♪
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）

　
ウ
イ
ン
タ
ー
ソ
ン
グ
が
聴
こ
え
る
よ
！

日
12
月
７
日（
金
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
文
字
の
お
け
い
こ
「
ひ
ら
が
な
」

日
12
月
８
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　 

　
18
日（
火
）15
時
〜
16
時

対
幼
児（
４
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物
　
２
Ｂ
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム

興E
njoy E

ng
lish

「
ハ
ッ
ピ
ー
ク

　
リ
ス
マ
ス
」

日
12
月
13
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興E
ng
lish C

lub

「
園
児
の
た
め

　
の
英
語
」

日
12
月
14
日（
金
）15
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
幼
児（
３
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
食
育
教
室
「
野
菜
の
切
り
方
の
コ
ツ
」

日
12
月
18
日（
火
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
12
月
１
日（
土
）〜
15
日（
土
）児
童

　
館
へ（
電
話
可
）

興
う
さ
ぴ
よ
ク
リ
ス
マ
ス

　
み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

日
12
月
20
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
40
組
程
度
　
儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
１
日（
土
）〜
13
日（
木
）参
加
費

　
を
添
え
て
児
童
館
へ
（
電
話
不
可
）

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド
「
絵
本
で
ク
リ

　
ス
マ
ス
」

日
12
月
21
日（
金
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
お
い
し
い
楽
し
い
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ

ス
マ
ス
！

日
12
月
22
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
小
学
生
　
定
20
人
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
１
日（
土
）〜
20
日（
木
）
参
加
費

　
を
添
え
て
児
童
館
へ
（
電
話
不
可
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・
三

　
角
巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

興
お
お
き
く
な
っ
た
ね（
身
体
測
定
）

日
12
月
25
日（
火
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

儡
無
料
　
申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
み
ん
な
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
英
語
で
ク
リ

　
ス
マ
ス
！
」

日
12
月
25
日（
火
）15
時
〜
16
時

対
小
学
生
　
定
20
人
程
度
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
正
月
飾
り
づ
く
り（
ミ
ニ
門
松
）

日
12
月
26
日（
水
）14
時
〜
16
時

対
小
学
生
（
で
き
れ
ば
保
護
者
の
付

　
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
）

定
10
人
程
度
　
儡
１
人
２
０
０
円

申
12
月
１
日（
土
）〜
19
日（
水
）
参
加
費

　
を
添
え
て
児
童
館
へ（
電
話
不
可
）

興
美
文
字
教
室

日
12
月
27
日（
木
）

　
毛
筆
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

日
平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）

　
硬
筆
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
小
学
生
　
定
各
10
人
程
度
　
儡
無
料

申
毛
筆
　
12
月
１
日（
土
）〜
26
日（
水
）

　
硬
筆
　
12
月
１
日（
土
）〜
　
　
　

　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
１
月
６
日（
日
）

　
児
童
館
へ（
電
話
可
）

※
持
ち
物
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
橋
児
童
館
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

　
実
施
の
間
、
参
加
者
以
外
の
方
も

　
館
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
と
な
り
ま

　
す
。
詳
し
く
は
児
童
館
ま
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申
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あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
問
撒（
54
）１
４
４
０

12
月
の
休
館
日

　
５
日（
水
）、23
日（
日
）、24
日（
月
）、

　
29
日（
土
）、30
日（
日
）、31
日（
月
）

※
新
年
は
１
月
４
日（
金
）９
時
か
ら

　
開
館
し
ま
す
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
〜
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。

興
ふ
れ
あ
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
見
て
み
ん
な

で
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

日
12
月
15
日（
土
）14
時
〜
15
時
30
分

対
小
学
生
以
上
・
地
域
の
方

定
先
着
15
人
程
度
　
儡
無
料

申
12
月
12
日（
水
）ま
で
受
付

　（
電
話
可
）

興
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
家
族
や
友
達
先
生
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
楽
し
も
う
。

日
12
月
16
日（
日
）11
時
〜
12
時

対
小
学
生
と
保
護
者

定
先
着
15
人
程
度
　
儡
無
料

持
ち
物

　
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
12
月
１
日（
土
）〜
受
付（
電
話
可
）

※
休
館
日
除
く

　興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
オ
イ
ル
を
使
用
し
な
い
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。
お
子
さ
ん
と
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
17
日（
月
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
先
着
20
組
程
度
　
儡
無
料

持
ち
物
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
　
１
枚

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
　
　
　
１
枚

申
12
月
１
日（
土
）〜
16
日（
日
）ま
で

　
受
付
。（
電
話
可
）

興
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

　
英
語
の
曲
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体

を
動
か
そ
う
。

日
12
月
20
日（
木
）10
時
45
分
〜
11
時
15
分

対
乳
幼
児
と
保
護
者
　
儡
無
料

申
12
月
19
日（
水
）
ま
で
受
付
。（
電

　
話
可
）

※
休
館
日
除
く

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　
今
月
は
『
ク
リ
ス
マ
ス
会
』
で
盛

り
上
が
ろ
う
☆
謎
の
楽
し
い
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ン
が
登
場
す
る
よ
。

日
12
月
22
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
今
年
度
４
歳
以
上
に
な
る
幼
児
と

　
保
護
者

儡
無
料

持
ち
物

　
タ
オ
ル
　
飲
み
物

申
12
月
６
日（
木
）
〜
受
付
。（
電
話

　
可
）

興
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
小
学
生
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
セ
ン

タ
ー
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
お
も
し

ろ
サ
ン
タ
が
い
っ
ぱ
い
！
ど
ん
な
サ

ン
タ
に
な
る
か
は
、
小
学
生
の
君
た

ち
次
第
☆

日
12
月
25
日（
火
）15
時
〜
16
時

対
小
学
生
　
定
先
着
20
人
程
度

儡
無
料

持
ち
物

　
上
履
き
、
飲
み
物

申
12
月
６
日（
木
）〜
16
日（
日
）ま
で

　
受
付
。（
電
話
不
可
）

興
将
棋
道
場

　
将
棋
が
分
か
ら
な
い
お
友
達
も
大

歓
迎
☆
一
緒
に
楽
し
く
覚
え
て
、
対

局
し
よ
う
☆

日
12
月
26
日（
水
）15
時
30
分
〜
17
時

対
小
学
生
以
上
・
地
域
の
方

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
来

　
て
く
だ
さ
い
。

興
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー

　
お
は
な
し
を
考
え
て
た
っ
た
一
つ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
『
ミ
ニ
絵
本
』
を
作

ろ
う
。

日
12
月
28
日（
金
）14
時
〜
15
時

対
小
学
生
　
儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
来

　
て
く
だ
さ
い
。

興
お
さ
が
り
会

　
児
童
セ
ン
タ
ー
恒
例
、
お
さ
が

り
会
。
妊
婦
さ
ん
も
大
歓
迎
。
す

て
き
な
お
さ
が
り
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

日
平
成
31
年
１
月
12
日（
土
）

　
13
時
30
分
〜
16
時

対
乳
幼
児
と
保
護
者
　
儡
無
料

※
イ
ベ
ン
ト
時
間
外
は
休
館
と
さ

　
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
詳
細
は
セ
ン
タ
ー
内
ポ
ス
タ
ー

　
又
は
お
た
よ
り
12
月
号
を
ご
覧

　
下
さ
い
。

　
　
今
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
遊
び
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
は
・・・

《
シ
ー
ル
遊
び
》
で
す
。

日
12
月
10
日（
月
）10
時
〜
12
時

こどもひろば
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名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

人権・行政
合同相談

１２月１２日（水）
９時～１２時
【受付は 11:30 まで】

ホープ館
（町老人福祉センター）

・人権に関する相談
・行政の仕事に関す
る意見、要望、相談

人権擁護委員
行政相談委員

生活環境課
撒（５７）４１３２　

みんなの
人権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０

人権問題について
の相談
差別や虐待、パワ
ハラ、嫌がらせ、
いじめなど

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

女性の人権
ホットライン

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーか
らの暴力やストー
カー行為、女性に
対する差別など、
女性をめぐる様々
な相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

子どもの人権
１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０１２０（００７）１１０
　　　（全国共通）

いじめや体罰、虐待
など、子どもの人権
問題に関する相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町生活環境課

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町職員
生活環境課
撒（５７）４１３２

児童虐待相談

月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町別館
こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

２４時間いつでも

（休日・夜間）
児童相談所全国共通
ダイヤル
撒１８９（いちはやく）

行政書士専門
相談

１２月２６日（水）
１０時～１２時

ホープ館
（町老人福祉センター）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・ 随時受付
　（先着４名）

行政書士
行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

法 律

（ 弁 護 士 ） 
相 談

１２月２０日（木）要予約
１０時～１２時
【１月の開催日】
１月１７日（木）１０時～１２時
（１２月２１日（金）～予約受付）

ホープ館
（町老人福祉センター）

財産・扶養・土地・金銭
貸借・賠償・離婚など
の問題に関する相談
・原則年度内に２回まで

弁護士
町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

法テラス栃木
月～金曜日
９時～１２時
１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員
法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士会総合相談
センター

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
１０時～１５時
【電話相談】
毎週土曜日
１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社
関連、裁判所手続
関連、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

司法書士
司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺
言・契約書・許認可

行政書士
行政書士会
撒０２８（６３５）１４１１

消費生活相談
平日
９時～１２時、１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル

相談員
町消費生活センター
撒（２３）１３３３

働く人の
メンタルヘル
ス相談

12月14日（金）
13時30分～16時30分

小山労政事務所
県庁小山庁舎3階

職場でストレスや
メンタルヘルス不
調を抱えている
方、そのご家族や
上司・同僚の方か
らの相談

産業カウンセラー小山労政事務所撒０２８５（２２）４０３２

借金で悩んで
いませんか

平日
８時３０分～１７時

電話または面談
撒０２８（６３３）６２９４

専門の相談員が丁寧
にお話を伺います

相談員
財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４
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相談コーナー
名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談
１２月５日・１９日（水）
１０時～１２時

ホープ館
（町老人福祉センター）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

野木町地域包括
支援センター

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

【本センター】
町総合サポートセン
ター内
【サブセンター】
ホープ館（町老人福祉
センター）内

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

本センター
撒（５７）２４００
サブセンター
撒（２３）２２００

こころの相談
１２月１７日（月）（要予約）
１０時～１２時

町保健センター メンタルヘルス相談 心理士
健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそい 
ホットライン

２４時間いつでも
電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp

いのちの電話
３６５日２４時間
（毎月１０日はフリーダイ
ヤル実施日）

【電話相談】
○３６５日２４時間
撒０２８（６４３）７８３０
○毎月１０日（フリーダ
イヤル実施日）
撒０１２０（７８３）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

子育てサロン

１２月３日（月）・１７日（月）
１０時～１２時

新橋児童館 子育てについて
児童館職員、子育てサロ
ンボランティアえくぼ

新橋児童館
撒（５７）９１５５

１２月１０日（月）
１０時～１２時

あかつか児童センター 子育てについて
センター職員、子育てサ
ロンボランティアえくぼ

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

健康相談
毎週水曜日（要予約）
午前中

町保健センター
健診結果や健康に
ついて

保健師
栄養士

健康福祉課
撒（５７）４１７１

幼児ことばの
教室

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など

言語聴覚士
幼児ことばの教室
撒（５７）４２０９

教育相談
月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者の方の
悩み、教育に関する相談

相談員
こども教育課
撒（５７）４２０９

あすなろ教育
相談

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談

相談員
あすなろ教育相談室
撒（５７）４１８９

野木町障がい
者虐待防止セ
ンター

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分
（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通報

町職員
健康福祉課
撒（５７）４１９６

ライフサポート
センターゆめ

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分

町総合サポートセン
ター内

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）６９５１

みらい
月～金曜日
１０時～１７時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
みらい
撒（５７）２６７３

パソコンサロン

１２月１３日（木）
１３時３０分～１５時３０分
１２月１５日（土）
９時３０分～１１時３０分

町公民館
パソコン初心者対
象の相談室

パソコンサロン会員
町公民館
撒（５７）４１７７

交通事故巡回相談
毎月第２・第４火曜日
１０時～１１時２０分
１３時～１４時２０分

小山市役所
市民相談室
（市役所地下）

交通事故での損害賠
償や示談交渉など

交通事故相談員
小山市役所
生活安心課
撒０２８５（２２）９２８２

不動産無料相談

毎月２３日（土日祝に重
なる場合はその前日）
１３時３０分～１６時３０分
（要予約）

（公社）栃木県宅地建物
取引業協会県南支部
（栃木市大宮町2617-15）

土地・建物など不動
産取引に関する相談

（公社）宅地建物取引
業協会の相談員

（公社）栃木県宅地建物
取引業協会県南支部
撒０２８２（２７）９０８８
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関東どまんなかサミット情報

栃木市（栃木県）

国の登録有形文化財で味わう
「とちぎ江戸料理」のランチ

　「横山郷土館」（栃木市入舟町）の美しい日本庭園を
眺めながら、小江戸栃木の古くて新しい味覚をご賞味
ください。

メニュー　
　蔵の街弁当Ａ　2,160 円～　 
　歌麿 雪月花弁当「花」 1,295 円～
  など                              
時間　11 時 30分～ 13時 30分 
　　　月曜休館（祝日の場合は翌平日）
予約・問合先　
　　　ご利用の１週間前までに横山郷土館

　　　撒 0282（22）0159（９時～17時）へ。
　　　　http://tochigi-edo.jp/news/1014.html

板倉町（群馬県）

ポップワークス展 2018

東毛地区近隣の作家によるグルー
プ展。
個性的なイラスト、立体造形、写
真などが多数展示されます。

期間　12月6日（木）～16日（日）
場所　わたらせ自然館（板倉町海
　　　老瀬 4663-1）
入場　無料
問　わたらせ自然館

　　撒 0276（82）1935

古河市（茨城県）

第 13回古河七福神めぐり

年の初めに幸福を願って七福神を
巡拝する福めぐりです。

日時　平成31年１月6日（日）
　　　９時～12時
　　　※荒天中止
　　　※９時前の巡拝はご遠慮く
　　　　ださい。
場所　JR 古河駅西口おまつり広
場
内容　徒歩 7,000 歩、約２時間の
　　　コース（約4.5㎞）を自由に
　　　巡拝
費用　無料（押印台紙 200円）
問　古河市観光協会（観光物産課内）

    撒 0280（23）1266

加須市（埼玉県）

第９回全国高等学校選抜 
スポーツクライミング選手権大会

　全国各地から選抜された高校生
クライマーの熱い戦いを間近で観
戦しよう！

日時　12 月 22日（土）９時～ 17時 30分
　　　23日（日）８時40分～15時30分
場所　加須市民体育館
　　　（加須こいのぼりクライミ
　　　　ングウォール）
　　　（加須市下三俣 590）
問　加須市スポーツ振興課

　　撒 0480（62）6123

小山市（栃木県）

おやま本場結城紬クラフト館
ワークショップ教室

①輪織り麻ひもバッグ作り
日時　12 月 15日（土）・平成31年１月５日（土）
参加費　1,000 円
②まゆクラフト「お正月飾りを作ろう」
日時　12 月 19日（水）
参加費　500円
③ディンプルアートで作る小さなフォトフレーム
日時　12 月 22日（土）
参加費　700円

※各ワークショップの時間・詳細は要問合せ
申込　12月 5日（水）～おやま本場結城紬クラフト館
問　同館　撒 0285（32）6477

野木町煉瓦窯を未来に残すために、
寄附金・募金を受け付けています

問野木ホフマン館撒（３３）６６６７

【ご協力いただいた寄附金・募金（10月末現在）】
　寄附金　　　　　　　9,304,372 円
　（内ふるさと納税　　3,543,000 円）
　募　金　　　　　　　1,315,199 円
　今までの累計　　　10,619,571 円

　野木町煉瓦窯累計見学者数　　52,032 人
　野木ホフマン館累計来館者数 166,014 人

野木町煉瓦窯・ホフマン館の状況（10月末現在）

不審者情報、事故発生場所ホームページ

　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html

町内の交通事故

10
月
累
計

件数 4

死者 0

傷者 4

30
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

40
（20）

死者
（増減）

0
（-2）

傷者
（増減）

55
（36）

町内の犯罪発生件数

10
月
累
計

空き巣 0

自動車盗 1

車上ねらい 0

自転車盗 2

30
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

11
（-27）

自動車盗
（増減）

7
（2）

車上ねらい
（増減）

19
（17）

自転車盗
（増減）

8
（-2）

町内の救急出動

10
月
累
計

出場
件数 103

搬送
人員 86

30
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

648
（72）

搬送
人員
（増減）

591
（56）
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　食中毒は夏だけではありません。ウイルスによる食中毒が冬に多発しています !!!

ノロウイルスによる食中毒予防の４ポイント

①「持ち込まない」　帰宅後やトイレの後などの手洗いの励行、健康管理の徹底

②「拡げない」　次の調理作業に入る前の手洗いの徹底、台所などのこまめな清掃、調理器具の洗浄、

　　　　　　　消毒の実施

③「加熱する」　食品の中心温度 85～ 90℃で 90秒以上加熱
④「つけない」　料理の盛り付け前などの手洗いの徹底、使い捨て手袋やマスクの正しい着用、素手

　　　　　　　で直接食品に触れない、調理器具の洗浄、消毒

※１ 手洗いについて：「石けんで 10秒もみ洗い後、流水で 15秒すすぎ」を２回繰り
　　 返す。汚れの残りやすい指先、指の間、爪の間、親指の周り、手首、手の甲な
　　 どのところをていねいに！
※２ アルコールはノロウイルスにはあまり効果がないとされているので注意する。

冬は特にご注意！ノロウイルスによる食中毒

ゆ～らんど（野木町健康センター）お知らせ

★１２月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）８日（土）・９日（日）・２２日（土）・２３日(日 ) 《西那須野温泉大鷹の湯》
★ゆ～らんどwinterイルミネーション　今年も冬空を彩るイルミネーションを開催しております。
【年末年始営業のおしらせ】
・１２月２８日（金）より１月１日（火）まで休館日になります。

・新年２、３日は特別営業（１０時～２０時）、４日は振替休館日、５日以降通常営業になります。

住所　野木町南赤塚１５１４－１
電話　０２８０（５７）０７５５
指定管理者　宮ビルサービス㈱
休館日　火曜日
開館時間　１０時～２０時

　拉致被害者がもし自分や、まわりの大切な人だったら…。想像しながら読んでみてください。

　1970 年代から80年代にかけて、日本人が突然行方不明になる事件が多発し、これらの多
くは、北朝鮮による拉致の疑いが持たれています。現在、17名が日本政府によって拉致被害
者として認定されていて、さらに、これ以外にも800名以上が北朝鮮による拉致の可能性を
排除できない失踪者とされています。

　北朝鮮による拉致問題などについて、国際社会との連携強化を図りながら問題を解決する

ことを目的とし、平成18年に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関
する法律」が施行され、北朝鮮拉致容疑事案について、新たな情報の収集等を継続しています。

　拉致は生命に関わる重大な人権侵害です。当事者の捜査だけでなく、皆さんから寄せられ

る情報の一つひとつが、拉致問題解決の糸口になります。

◆ ◆ ◆ １２月１０日～１６日は　　　　　　　　　　
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です！ ◆ ◆ ◆

　

誰もが心豊かに暮らせる社会の実現を目指して
人権学習シリーズ⑥

★新館にてフィットネススタジオを開催しております。トレーニングシュー

　ズをご持参下さい。（毎週木・金・土曜日、１１時～１９時３０分）

37

連絡先：栃木県警察本部警備部警備第一課　撒 028（621）0110

問生活環境課　撒（57）4132

問町健康福祉課　撒（57）4171
　県南健康福祉センター生活衛生課　撒 0285（22）4235
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問総合サポートセンター　撒（33）6878

キラリインフォメーション

赤ちゃんの駅をご利用ください

「赤ちゃんの駅」一覧

【公共施設】

施設名 住所 電話番号 利用時間 区分 お湯の提供

保健センター 丸林 571 57-4171 土日祝日除く 8:30 ～ 17:00 おむつ替、授乳 ○

文化会館エニスホール 友沼 181 57-2000 火曜日を除く 9:00 ～ 17:00 おむつ替、授乳 ○

交流センターホフマン館 野木 3324-10 33-6667 月曜日を除く 9:00 ～ 21:00 おむつ替、授乳

図書館 丸林 234-2 57-2811 月曜日を除く 9:30 ～ 18:00 おむつ替、授乳

新橋児童館 友沼 5110-5 57-9155 第 1水曜日、祝日を除く 9:00 ～ 18:00 おむつ替、授乳 ○

あかつか児童センター 南赤塚 778-40 54-1440 第 1水曜日、祝日を除く 9:00 ～ 18:00 おむつ替、授乳 ○

総合サポートセンター 丸林 582-1 33-6878 土日祝日除く 8:30 ～ 17:00 おむつ替、授乳

「赤ちゃんの駅」

　赤ちゃんや小さなお子さんを連れて外出する保護者の方が、気軽に立寄り、

無料でおむつ交換や授乳を行うことのできる場所のことです。

　「赤ちゃんの駅」として登録された施設には、利用者のみなさんにわかるよ

うに、「赤ちゃんの駅」ステッカーが各施設の玄関先などに掲示してあります。

施設名 住所 電話番号 利用時間 区分 お湯の提供

㈱ヤオコー野木店 友沼 5309 54-1611 営業日 9:00 ～ 21:00 おむつ替

㈱オータニ野木店 丸林 648-2 57-4711 営業日 10:00 ～ 20:00 おむつ替 ○

赤ちゃんの駅

問健康福祉課　撒（57）4171
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【民間施設】

　野木町総合サポートセンターは、健康や福祉、子育てなどに関する総合

相談窓口であり、皆様の生活の中の困りごとを解決に向けて一緒に考えて

いくための施設です。

　平成 31年４月の本格オープンに向けて、毎月サポートセンターについ
て紹介します。今月は「総合事務室」を紹介します。

野木町総合サポートセンター「総合事務室」

シリーズ総合サポートセンター②

▲受付準備を進める「総合事務室」

　「総合事務室」は健康や福祉、子育て等の

各分野の初期相談を受付け、相談に来られた

方の困りごとをお聞きし、適切なサービスや

制度に繋げられるように、関係する課や機関、

医療や福祉の専門職等と連携し支援方針を検

討して対応します。

　平成 31年４月からは保健師、社会福祉士、
保育士の専門職及び生活困窮者自立支援のた

めの相談員を配置する予定です。お気軽にご

相談ください。

☆次号は地域包括支援センターと相談支援事業所をご紹介します☆
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で
い
る
お
孫
さ
ん
が
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。
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に
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12月号 のぎ広報（11/8現在）
　
野木町広報をこのとおり提出して
よろしいか伺います。

〜
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問総務課　撒（57）4112

野木町の防災 Vol.６

いざという時のために災害への備え

　災害時には、水道、電気、ガスといったライフラインが止まること等により様々な生活に支障がでま

す。食糧や飲料水については、日頃から適切な備えをしておきましょう。

３日分程度の食品、飲料水の備えをしましょう！
　災害発生直後は、支援物資が届くまで時間がかかることを想定し、最低３日分の水と食料を備えてお

きましょう。

　大規模災害の場合には、食品や生活物資が店頭から売り切れるなど、物流機能が低下することや、ラ

イフライン（電気・ガス・水道）が停止することも想定されています。水と食料は、命を守り、英気を養

うことにつながりますので、自分と家族の３日分は、必ず備えておきましょう。

命を守る自助の取り組み

日頃からの備え

避難時持ち出し品リスト（例）

□衣類

　・下着

　・タオル

　・ハンカチ

　・軍手

□非常食、水

□貴重品

　・現金

　・印鑑、預金通帳等

　・免許証、保険証等

□懐中電灯

□携帯ラジオ

□携帯電話（充電器）

□乾電池

□マッチ・ライター

□医療品

　・ガーゼ　・ばんそうこう

　・傷薬　・包帯

　・消毒液　・目薬

　・ティッシュ　・脱脂綿

□洪水・道路冠水ハザードマップ

非常持ち出し品の準備を

　避難する時の荷物は必要最低限とし、

事前に準備しておきましょう。

避難場所や避難路の確認を

　ハザードマップで自分の地区の避難

所と安全な避難経路の確認をしておき

ましょう。

投
稿
俳
句
　

野
木
俳
句
会

【
講
師
吟
】

落
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委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
川
元
　
由
美
子

　
９
月
29
日(

土)

小
雨
の
中
、
10

回
目
と
な
る
新
橋
区
主
催
の
防
災
総

合
実
習
訓
練
が
、
檜
山
新
橋
区
長
の

陣
頭
指
揮
の
下
、
新
橋
小
学
校
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
地

震
、
河
川
の
氾
濫
、
都
市
型
水
害
等
、

想
定
外
の
様
々
な
災
害
が
各
地
で
起

き
て
い
る
た
め
、
防
災
へ
の
関
心
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
真
瀬
町
長
、
町

議
会
議
員
、
町
幹
部
職
員
、
小
山
市

消
防
署
野
木
分
署
長
等
の
ご
来
賓
を

お
招
き
し
て
の
訓
練
に
は
、
新
橋
区

13
自
治
会
か
ら
約
３
０
０
人
も
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
防
災
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
小
山
市

消
防
署
野
木
分
署
長
は
、
自
助
・
公

助
・
共
助
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
災
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
助
と
し
て

出
来
る
事
は
、
家
具
な
ど
に
耐
震
の

装
備
、
消
火
器
の
設
置
、
安
全
経
路

の
確
認
、
食
糧
飲
料
の
備
蓄
等
が
あ

る
。
ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

と
災
害
の
歴
史
を
紐
と
い
て
逃
げ
ら

れ
る
安
全
な
場
所
を
知
る
こ
と
や
、

実
習
訓
練
に
よ
り
経
験
値
を
積
む
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ

近
所
と
親
し
く
な
り
、
共
助
す
る
こ

と
で
防
災
に
強
い
地
域
と
な
る
と
付

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
応
急
手
当
、
毛
布

と
竹
竿
で
の
急
造
担
架
に
よ
る
搬
送

実
習
、
テ
ン
ト
内
に
充
満
し
た
煙
火

災
の
体
感
訓
練
、
水
消
火
器
に
よ
る

消
火
実
習
等
を
受
け
ま
し
た
。

　
訓
練
の
後
、
民
生
委
員
さ
ん
よ
り

非
常
用
保
存
食
・
飲
料
水
等
が
配
ら

れ
ま
し
た
。
お
湯
を
入
れ
る
だ
け
で

作
れ
る
ア
ル
フ
ァ
米
の
ご
飯
は
、
便

利
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
で
備

蓄
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

投稿

新橋区防災総合実習訓練の様子

　寒い今の季節、旬を迎える野菜が「白菜」です。白菜は霜が降りることでギュッと結球し、甘み

とみずみずしさが増してとても美味しくなります。栄養面ではバランス良くビタミンを含んでお

り、美肌効果や風邪の予防、高血圧予防などの効果が見込めます。また、低カロリーなのでダイエッ

トにも適した野菜です。そんな白菜と冬野菜で作れるサラダを紹介します。

　ぜひ作ってみてくださいね♪

問産業課　撒（57）4151

 のぎ地産地消シリーズ　Vol.2

冬の野菜の代表格！「白菜」のレシピ

【白菜と豚肉のサラダ】（４人分）

・白菜…1/4個　・豚薄切り肉…250ｇ　・小ねぎ…５～６本
・にんじん…1/2本　・ごぼう…1/2本　・大根…10cm
・ひまわり油（サラダ油でも代用可）…大さじ２　・醤油…大さじ４

・酢…大さじ２　・みりん…小さじ２　・砂糖…小さじ２

①白菜はひと口大に切り、にんじんは短冊切り、ごぼうはささがき

　にして、それぞれ茹でてから冷水に取り冷ます。

②豚肉をひと口大に切り、熱湯で茹でて冷水に取り冷ます。

③小ねぎを４～５cm程度の長さに切る。
④大根の皮を剥き、すりおろして水気を切り、　 と合わせる。
⑤ボウルに①と②をよく水切りして入れ、③と④を加えて和え、器に盛って完成！

毎月18日はのぎ地産地消の日！

｝

Ａ

Ａ
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　8020運動とは、80歳になっても健康な自分の歯を
20本残そうという運動です。
　小山歯科医師会および町では8020運動の普及啓発
を目的に毎年対象者の方を表彰しています。今年は10
月23日に役場にて表彰式を行いました。本年度は15
名の方が対象となり、当日は10名の方が出席されました。
　80歳になっても自分の歯を残すため、毎日の歯磨き
を心がけましょう。

トピックス ～町の話題～

「お口の健康」８０２０運動表彰

　ＪＡおやま様より「小中学校の食育で役立ててく

ださい」と学校教育の振興のために、お米約200kg
のご寄贈をいただきました。お米の寄贈は今年で２

回目です。

　今年度は、寄贈式を、各小中学校を代表して、友

沼小学校にて実施しました。

　ＪＡおやま様には、これまでにもさまざまなご協

力をいただいており、感謝状を贈呈させていただき

ました。

　大変ありがとうございました。

ＪＡおやま様より小中学校へお米をご寄贈いただきました

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

→
菅
谷
　
武
男
さ
ん
　
（
最
高
齢
１
０
５
歳
）

→
黒
須
　
タ
マ
さ
ん
　
（
１
０
０
歳
）

→
山
中
　
サ
タ
さ
ん
　
（
１
０
０
歳
）

　
敬
老
の
日
の
お
祝
い
と
し
て
、
町
の
最
高
齢
の
方
と
、
今
年
度

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
町
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　趣味は将棋と囲碁で、デイ
サービスの仲間と対戦するの

を楽しみにしています。

　体操を毎日おこない、体を動

かすように心掛けています。好

物はお肉やシチューです。

長寿の秘訣は…
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平
成
最
後
の
年
の
瀬
に
あ
た
っ
て

　
今
年
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
と
な
り
ま
す

が
、
一
年
の
月
日
が
過
ぎ
る
の
も
年
令
を
重

ね
る
と
さ
ら
に
早
く
な
っ
て
く
る
気
が
し
ま

す
。
皆
様
に
と
っ
て
今
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
心
に
残
る
思
い
出
が
多
い

年
と
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

　
さ
て
、
野
木
町
に
と
り
ま
し
て
の
こ
の
一

年
は
？
、
と
言
い
ま
す
と
、
大
き
な
災
害
も

な
く
平
穏
に
過
ぎ
て
い
く
こ
と
が
で
き
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
日
本
各
地
で

風
水
害
や
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
し
か
も
そ
の

規
模
が
大
き
く
、
被
災
状
況
も
想
像
を
絶
す

る
甚
大
さ
で
心
痛
め
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
と
あ

ち
こ
ち
で
被
害
が
続
き
、
ど
こ
が
安
全
圏

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
態
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
改
め
て
わ
が
町
で
は
自
然
災
害
が
少

な
い
こ
と
を
再
認
識
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
そ
ん
な
野
木
町
で
も
今
後
、
さ
ら

に
「
水
害
対
策
」
は
優
先
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
の
年
の
終
わ
り

に
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。
常
日
頃
の

心
構
え
と
備
え
に
加
え
て
い
ざ
災
害
発
生
の

時
の
私
た
ち
の
避
難
行
動
と
行
政
や
各
機
関

と
の
連
携
体
制
等
、
来
年
の
10
月
６
日
の
全

町
避
難
訓
練
ま
で
に
各
地
域
で
組
み
立
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
行
政

だ
け
で
は
決
し
て
で
き
な
い
こ
と
で
す
の

で
、
そ
の
時
は
皆
様
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
甚
大
な
被
害
を
う

け
た
地
方
に
は
、
わ
が
町
の
被
害
が
少
な

か
っ
た
分
も
含
め
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
意
味
で
は
今
年
も
多
く
の
皆
様
に
た

く
さ
ん
の
善
意
の
お
気
持
ち
を
被
災
地
に
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
時
に
は
宜
し
く
ご
協
力
の

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
も
お
だ
や
か
で
平
和
な
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
平
成
最
後

の
年
の
瀬
を
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
と
幸
せ
な
気

持
ち
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

No.94No.94

れ
ん
が
ま
つ
り

秋のイベントアルバム2018

文
化
祭

産
業
祭



広報のぎ

平
成
３０
年
１２
月
１
日
発
行
　
広
報
の
ぎ（
５
６
７
号
）
◆
発
行
　
野
木
町
　
◇
編
集
　
野
木
町
広
報
委
員
会
　
●
野
木
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
〒
３
２
９-

０
１
９
５
　
野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１
　
撒
０
２
８
０（
５７
）４
１
３
４
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く
じ
ら
島
の
ナ
ミ

　
こ
の
本
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、
夫
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
表
紙
の

美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
海
を
舞
台
に
描
か
れ
て
い
る
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
表
紙
か
ら
感

じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
き
な
く
じ
ら
を
先
頭
に
、
仲
間
達
や
大
小
様
々
な
魚
た
ち
が
泳
い
で

い
く
様
子
と
、
一
人
の
少
女
。
こ
の
物
語
は
、
島
の
よ
う
に
大
き
な
く
じ
ら
「
ジ
マ
」
が
、
嵐

の
海
で
見
つ
け
た
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
「
ナ
ミ
」
を
背
中
の
上
で
育
て
て
い
く
話
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
く
じ
ら
や
カ
モ
メ
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
ナ
ミ
を
育
て
て
い
く
姿
は
、
く
す
っ

と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
り
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ
た
り
と
、
ペ
ー
ジ
を
捲
る
手
が
止
ま
ら
な
い
。
ナ

ミ
が
五
歳
に
な
る
と
、
ジ
マ
は
北
に
存
在
す
る
「
マ
ジ
ッ
ク
オ
ー
シ
ャ
ン
」
と
い
う
場
所
へ
旅

に
出
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
そ
れ
は
、
く
じ
ら
た
ち
が
生
き
延
び
る
た
め
に
必
要
な
旅
で
あ
り
、

死
の
危
険
が
あ
る
過
酷
な
旅
で
も
あ
っ
た
。
本
来
、
陸
で
生
き
て
い
く
べ
き
人
間
の
ナ
ミ
が
、

ジ
マ
や
そ
の
仲
間
達
た
ち
と
暮
ら
し
て
い
く
中
で
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
く
。
一
緒
に
旅
を

し
て
、
成
長
し
、
思
い
出
も
た
く
さ
ん
増
え
た
。
そ
れ
で
も
、
ジ
マ
は
心
の
片
隅
で
「
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
人
間
に
は
人
間
の
、
く
じ
ら
に
は
く
じ
ら
の

生
き
方
が
あ
る
。
過
酷
な
旅
を
終
え
、
ジ
マ
は
ナ
ミ
と
離
れ
る
決
心
を
し
た
。

　
本
書
は
、
難
し
い
漢
字
も
少
な
く
児
童
書
に
も
近
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
大
人
も
子
ど
も

も
関
係
な
く
、
全
て
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

図
書
館
司
書

　

大お

び

な

た

日
方　

佳か

お

り織

浜
口　

倫
太
郎 

著

出
版
者 

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

野木ホフマン館　歴史講演会

平将門の乱と野木・古河地域

【日時】12月16日（日）　14時～16時
【場所】野木ホフマン館研修室

【定員】50 名
【対象】町内外を問わず興味のある方

【費用】無料

【申込方法】

ホフマン館にお電話又は直接

来館にてお申し込みください。

【申込期間】

12 月１日（土）～14日（金）
９時～ 17時
　　　　　
　　問野木ホフマン館（月曜休館）　撒（33）6667

　一般、町民を対象に、講演会を通して分かり

やすく解説するとともに、歴史的背景や意義

を知ることにより、野木町悠久の歴史に対す

る理解を深めることを目的として実施します。

　ふるってご参加ください。

【講師】茨城大学人文学部

　　　 非常勤講師

　　　　内山　俊身　先生

　笑顔がかわいい七海。１歳になってできる
ことが増えたね。元気にすくすく育ってね。

水み

ず

い井　

七な

な

み海
ち
ゃ
ん
（
１
歳
３
か
月
）

「わが家のアイドル」に掲載希望の際は、
総務課撒（57）4134へお申し込みください。


